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令和４年 第２回掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 報告
開催日時 令和４年８月９日 ＰＭ ２：００～

開催場所 中東遠総合医療センター３Ｆ会議室

出 席 者 戸塚議長、大場正、山田貴、安間亨、大庭（記）

１．全員協議会 ＰＭ２：００～

・宮地企業長挨拶

要旨＞ 当院の近況について２件の問題が発生したので報告する。

１点目は、７月１３日未明に施設管理室から出火し、火災事故があった。原因は携帯電

話、若しくはヘッドライトの古いリチウム電池からの発火が原因と思われる。迅速な消火

活動をもって３０分程度で消火した。大事に至らず助かったと思っている。

２点目は、これまで当院はコロナの感染を抑えてきたが、７月２４日より複数病棟から

コロナの院内感染が起きた。業務の一部停止をせざるを得ない状況になり地域にご迷惑を

掛けた。県内半数以上の病院でクラスターが発生するなど厳しい状況になっている。幸い

今週（８／８現在）より手術や検査を始めた。入院も受け入れていく。病院が感染から完

全に守られるのは難しい。従って、今後は感染があっても地域医療が出来る体制にしてい

きたい。職員一同頑張っていきたい。ご支援、ご協力をお願いしたい。

・報告事項

（１）企業団議員等の構成について

（２）令和４年度の運営状況について

職員数（別紙１）、地域連携の状況（別紙２）診療実績 ほか

（３）病院事業会計について

令和３年度病院事業会計決算（別紙３、別紙４、別紙５）ほか

（４）２０２２年度診療報酬改定に関する事項について

現行 特定初診料５，５００円→７，７００円 １０月１日より

（５）各種事業の進捗状況について

別紙６、敷地内薬局

別紙７、ドクターカー

別紙８、職員駐車場

（６）公立病院経営強化プランの策定方針について

（７）当院における火災発生の状況について

（８）企業団議会定例会について

＜ 全員協議会での各議員からの意見・質問＞

（２）令和４年度の運営状況

６番

Ｑ 人間ドックの利用者数、さらなる増加にどのような取組をするか。
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Ａ ドックは予防医療に効果がある。以前に比べ１．５倍に増加している。現在コロナも

あり８時前から１０時過ぎに終了し帰れる状況。面談があっても１２時過ぎには帰れ

る。今後もドック検診を増やしていきたい。なお、ＰＥＴは格安で増加傾向にある。

周辺病院で検査結果を利用して貰っている。

８番

Ｑ 医師（呼吸器・心臓外科等）確保等の今後をどのように考えているか。

Ａ 医師の確保、難しい。心臓外科は今年度出来なかった。これがかなえば呼吸器外科も

可能。糖尿病内科医師を送って貰いたいと思っている。その為にも専攻医（３年～５

年）を増やしたい。

Ｑ 今後の患者数の推移どう考えるか。

Ａ 入院日数は一般の病院は１１日～１４日。当院は９日以下である。回転効率を高めて

実質的ベット数を増やしたい。

Ｑ 職員の時間外勤務の現状はどうか。

Ａ 以前は１００時間を超えている医師が５～７人いた。今はいない。８０時間を超して

いた医師も以前２０人いたが、今は２～３人しかいない。２～３年内に６０時間以内

に収めたい。

（３）病院事業会計

１０番

Ｑ コロナ対策をしっかり行った結果、令和３年度約４９億円余の補助金があり純損益も

４２億円余の黒字になった。流動資産・預金も７９億円余になっている。かつて出資

金を袋井・掛川両市で１０億円出したが、出資金の返戻の考えはあるか。今後の病院

経営に多額な費用も予定されているので、それらを見据えた今後の方針を伺いたい。

Ａ 当院は開院時１０億円の赤字でスタートした。私が就任して１億円の黒字になった。

しかし、その後コロナ禍となり翌年４億円、その翌年１２億円、さらに７億の赤字だ。

現在、両市から補助金（１５億円）を貰っていて利益が出ているが将来は不透明だ。

また今後予防医療等、やるべき投資がたくさんある。従って両市からの出資金１０億

円は様子を見て、また地域の将来を見て利用させていただきたい。

３番

Ｑ 純損益４２億円、補助金４９億円、差額の７億円は何か。

Ａ ７億円の差額は、実際の病院運営だけでは７億円の赤字が出ていると言うことだ。

（５）各種事業の進捗状況

２番

Ｑ ８０台用の駐車場を求めた経過は。今後の利用目的の変更もあるか。

Ａ 職員が開院当時（約９７０人）より＋２２０人程度増加している。４、５、６月が

とくに混み合う。５０台程度不足している。敷地内薬局２０～３０台必要。経費と必

要台数のバランスを取って駐車場面積を決定した。地権者とは倉庫建設についても話

してある。現段階で建設の想定はしていない。

３番

Ｑ 敷地内薬局、前回も反対した。敷地内に民間薬局が入ることは問題。アイホールディ

ングに決めた理由は。
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Ａ プロポーザルの結果、薬剤師への対応が良かった。持参薬のチェック、本当に困った

ときの薬剤師の派遣、これが決定理由。

Ｑ 契約内容２０年だが、どこまで履行するか。担保は取れるのか。

Ａ ２０年間のプロポ－ザルなのでそれでやっていただく。

議長 契約なので、契約の中で信頼関係で進めていただく。

Ａ 令和５年３月までの薬剤師が維持できるか厳しい状況。このままいけば病棟業務を縮

小する状況。多くの患者さんにとって①調剤料が安くなること。②距離が近い事。２

００ｍの距離が２０ｍ程度の場所になること。③高価な薬剤、希少なや薬剤が揃って

いること。④希望するドクターの調剤が可能なこと。⑤休みの時でも当院薬局で出せ

ること。利便性が高まる。このことにより、魅力を感じて薬剤師が増えてくれば有り

難い。今後は状況に応じて話し合いがあるかも知れない。お互いが良い方向で発展で

きれば良い。

９番

Ｑ ドクターカー、運用の方法は。

Ａ 人員的には５人の医師の中でドクターカーを回す。ドライバーは救急車両のため、一

般の派遣者を予定している。看護師は、１人乗せて運用する。赤色灯で信号赤でも運

行する。１０月から消防署と話し合って運行訓練する。

Ｑ ドクターカーの医師・看護師への負担軽減策は。

Ａ 医師はドクターカー経験のある人で最初は対応する。その後徐々に状況見ながら対応

する。ドクターカーの導入で医師に魅力を感じて貰えることも期待したい。看護師も

７～８名を予定している。看護師達の意気込みも感じている。気をつけて対応してく。

（８）企業団議会定例会

令和４年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）

８番

Ｑ 看護職員等処遇改善事業補助金について金額、人数等伺いたい。

Ａ 看護職員の給与の１％を調整額を上乗せする。賞与にも反映する。従って、１人あた

り、４，０００円程度となる。金額では２，２００万円円程度の補助金のうち、支出

として１，５００万円となり、４月から９月まで対応する。その後、３％ＵＰがある

のではないかと考えている。

２番

Ｑ 火災の件で保険はどうなっているか。改修工事等いくらになるか。

Ａ 復旧費は保険で対応して貰う。今のところ暫定だが約１億円余かかると思う。

８番

Ｑ 病児保育施設の拡充、現状についてどうか。

Ａ ことり保育園は、年間定員５０人に対し、定員４０人となっている。一昨年はコロナ

で減少。医師の働き方改革の中で当該保育は重要な視点で見られている。保育園の北

側に２部屋を作る。１～２，０００万円程度を予定している。
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２．掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 ＰＭ３：４５～

議案＞

・認 第 1号 令和３年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計決算の認定について

（別紙３、別紙４参照、別紙５参考）・・・・・全員賛成 可決認定

・報告第１号 掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計資金不足比率の報告について

（令和３年度は流動負債額が流動資産額を下回るため資金不足額は生

じていない、従って資金不足比率は算定されず）

・・・・・全員賛成 可決承認

・議案第４号 令和４年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）

について ・・・・・賛成多数 可決承認

反対討論＞

コロナ対応等看護職員が含まれる重要な補正と認識している。

しかし、この補正には敷地内薬局の為の駐車場の増設する予算が組ま

れている。賛成することが出来ない。議会の中で何もなかったという

わけにはいかないので反対する。

・議案第５号 専決処分の承認を求めることについて

（掛川市・袋井市病院企業団職員の育児休業等に関する条例の一部改

正について） ・・・・全員賛成 可決承認

自治法の改正により、育児休業等に関する条例の一部改正

・議案第６号 掛川市・袋井市病院企業団職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついて ・・・・全員賛成 可決承認

公務員の育児休業に関する法律、人事院規則の改正にともない改正

・議案第７号 掛川市・袋井市病院企業団病院事業使用料及び手数料条例の一部改正に

ついて ・・・・全員賛成 可決承認

特定初診料を ５，５００円を７，７００円にする。

特定再診料を ２，７５０円を３，３００円にする。
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別紙 １



- 6 -

別紙 ２
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別紙 ３
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別紙 ４
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別紙 ５
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別紙 ６

「敷地内薬局」

目 的 地域医療を守るため、慢性的に不足している薬剤師の負担軽減を図る。

これのため薬剤商務の一部民間への依頼をする。敷地内薬局を設置する。

事 業 者 プロＰ－ザルにより決定。 「アインホールディングス」

事業内容 開 設 令和５年４月１日～

営業時間 ＡＭ８：３０～ＰＭ１１：００ 年中無休

別紙 ７

「ドクターカー」

目 的 医師や看護師等の医療チームが現場に駆けつけ、早朝に医療介入するこ

とで、救命率や社会復帰率の向上、後遺症の軽減を目的とする。

運用方式 患者を搬送する能力を持たない緊急自動車に乗車し、現場に向かう。

医師・看護師は救急車に乗り換えて傷病者を病院まで搬送する。

事業内容 車輌 ススキ（株）より寄贈。

範囲 掛川市、袋井市、森町の全域

運行開始 令和４年１０月頃より
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別紙 ８

「賃借駐車場」

概 要 職員増加（委託業者も含め）による慢性的駐車場不足解消のため、土地

を賃借し、駐車場を運用する。

場 所 掛川長谷１３９４－１他 ２６６４．０１．㎡ ８０台程度

賃借期間 ３０年

整 備 費 ２９，３８８千円 概算

運用開始 令和５年３月頃

令和４年度 補正予算（第１号）

主な補正内容は備考欄のとおり
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火災とコロナ

７月１３日 申し訳ない 痛切に反省している 反省の理由は 消火施設は検査も通

り万全だった、 消火設備を過信していた 施設を管理委託していた部屋から出火した

もし初動体制がもう少しやれていれば ここまでにならなかった。底が反省点

委託業者の 消火訓練を徹底させる 企業長も甘えがあった

もう１点 掛川議会にも報告したここまでひどくなるのは来れも想定外

市中から持ち込んだか 職員が持ち込んだから 患者がすり抜けて 各病棟で発生した

昨日時点８／１ ４２人 ８／２時点で４６人 今日隔離解除で４２にになる。

今増えている 重傷ではないが 酸素投与もある

もう一つは どこから感染したか今のところ 院内が３４人 持ち込み１２人

職員の感染８／１現在 １０３人コロナ関連で休んでいる ８／２今朝は１０５人が休

んでいる 職員の場合は 家族一人で 皆感染する ちょっと体調が悪ければ休んで貰

う

代替発症 １０休み 感染すると半月これない 重症者はいない 県内でも３－４人し

かも基礎疾患ある人

整備でも１人しか重症者いない 今回 同時多発した救急車 は受けている

重傷を優先して １８名の救急車 １日 救急車 １５－１６台 昨日は多かった

緊急は受け入れていこう 、感染ルートは特定できない

濃厚接触者 電話 検査して欲しい 重傷化は対応する そうでないと自宅待機

電話で 脅された 看護師が 心が折れる

まずは開業医に行って欲しい

減ってはきている

７０人のうち医師が３人 ６７人 看護師等 ３３人 看護師 リハビリ スタッフ

１２００抗原検査

２ｐ

医師１０９名 研修医が３０名 ４年連続でフルマッチを 達成

研修医 ２年目 １４人 １年目 １５人

３年目、５年目の専攻医についても 内科家系、外科系の医師の増に繋がっている。

今年度 ３年目研修医 内科に１名 整形外科医に１名 外科に１名

看護師 ６０３人 医療技術員 薬剤師３０ 等 ２０１人

計１１９２人

医師の負担軽減 医師の働き方改革 届け出等 していく
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３ｐ 中期目標は ２，０１９－２，０２４年の５年間で ３本柱で計画している

２０２２運営目標は

１．

コロナウイルス

がん診療病院の指定

医師充足の道筋を付ける

２．

ハラスメントを撲滅し働きやすい環境を

３．

日本トップクラスの臨床研修医病院を目指す

４年連続でフルマッチを達成 医師国家試験を全員合格、

昨年度２０２１全国の研修医を対象とした能力評価試験では

６４２病院参加中１５位だった 全国的に優秀な研修医

現在、内科、のみとなっている専門研修プログラムを

数年内に整形外科 外科 皮ふ科 救急 広げたい トップクラスをひき続

き目指す

石野＞

職員開院時 ９７１人だった ２２０人増えた 駐車場足りない

機能は上がった 増築が必要 救急が必要

大幅に考えていく時期だ

目標だが

１ コロナの対応 ドクターカー 数値目標あるが 目的 対応していく

４．ハラスメント 働き方改革 企業長２期目 考えていく 研修医

令和２年 落ち込んだ ３割

令和４年度 調子良くスタートした

６月下旬 ８ｐ 落ち込んできた

９ｐ 救急 急患

去年より増えた 令和元年 ３年を比べると 半分だった

とにかく 令２年 適切受診 激減した

受信者数は まんべんなく増えている ０８２２

１１ｐ どこから来ているか ｒ２ｒ３少し袋井市民が増えている

外来は変化無し 本年度入っても変わらない。

１２ｐ紹介 少し増えてきた

１３ｐ去年 おととし変わらない 以前４割 待ち時間があった
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１４ｐ業務量 入院の平均患者数３７６．８人 前年比１８．１人 当初４００人を

補正で３７２人修正した 補正後結果、上回っている

診療科別では整形外科、脳神経外科で患者が増加 診療単価は７３，７４０円コロナ禍に

あって増となっているＤＰＣ係数の上昇している。手術件数 がん診療に力を入れた。

診療単価１，７５１円増加した。

外来患者数は１日１１３０．８人 ２０．６％増 外来単価が１７，５７８円

２０６８円増は 高額の薬品を使用する患者屋が増加したため

２の決算

令和３年 事業収益 ２２，５４１，１９５千円

費用が１８，２４２，１９７千円

純損益４，２９８，９９８千円 黒字

収益面ではコロナ感染症影響があり大幅な回復とはなっていない

コロナ禍における患者受け入れの 病床確保や 体制整備のための補助金収入 が

４９億円あったため 最終的に４２億円ほどの純利益となった。

１５ｐ資本的収入

令和３年度の基本的収入の企業債についてですが

大きな設備投資の計画はなかった また、新型コロナウイルスの補助金が大

きく入ってきたという事で、借入額が８，４６０万円 とおさえられている。

３ 建設改良の医療機器購入にある通りですが Ｘ線ｔｖ装置やＸ線撮影装置を整備した

５ の貸借対照表では流動資産 現金予算 ７，９７８，４９３千円の残となっている

令和２年度に比べ５０億円増加している

次に 資本の部 利益剰余金、 令和３年度の 純利益が４２億９，０００万円

余であったことから繰越欠損金が解消されて 利益譲与が ３９億３，６００万円よ

となっています。

１６ｐ １７ｐ

近隣の自治体病院の決算であります。

他病院と比較して 当病院 磐田 島田 藤枝

純損益 ４２．９億 ２．２４億 ▲２９．１億 ３４．９億

剰余金 ３９．３億 ▲１５４．９億 ▲１２．９億 ▲１１９．５億

現金預金 ７９．７億 １８．７億 ２４億 ４３．５億

と言ったところが大きな数字になっている

新型コロナウイルス感染症に対しまして 当初の頃より、当院が真面目にしっかり取り組

んできたという成果であると考えております。

１８ｐ 債権放棄

１１人

２００万円余 報告 内容的には 消滅時効２０万円程度

回収不可能１８０万円程度

審査を受けて ほとんどが死亡
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１９ｐ 今年度の 業務報告 ６月迄の報告

昨年度より少し付く良くなっている。

２０ｐ ドック 昨年より増えている

ＰＥＴ 価格をデスカウントしたので増えている

大きく上昇している

２１ｐ 経常損益 ▲ ２１６，２５５千円の損失

前年度に比べると数百万円のプラス これは６月まで昨年より多少良い

新型コロナウイルス感染症のために一定の病症を空床にしていることや

原油高、 光熱費が高騰していて 効いている

空床保証についても今年度見込まれていますので 最終的には黒字なると見込んでい

る その他昨年より規模は縮小されましたが新型コロナウイルス関連補助事業が予定さ

れているので補正を視野に予定している

質問 値上げがあるが 医療費 薬品の 値上げはあるか

石野 薬品 はない 材料 マスク 光熱水費 ３－５割アップしている

質問 コロナ 感染 １００人 いるが 支障が出ていないか

石野 朝コロナ対策会議をしている 命 重篤患者 脳梗塞

うちはいれるように対応している

看護師が少ないと病棟が廻らない １病棟先週閉じた 沈静化するまで耐

える

質問 お金がないと言ってきた 出資金 １０億どう考えているか

救急病棟 増設したい 利益と今後の見通しは

石野 令和４年 収支はトントン 今後の１０年２０年 緊急の入院体制安心して

受け入れるために 増築をして 緊急センター そういう部門を拡張して

人間ドックを 入れるか 構想している ざっと５０億円かかる

出資金 将来に対する 投資をしている それを理解して欲しい

返さず 将来投資をすべき

森、菊川 御前崎 厳しいと思う 働き方改革で厳しい

退職手当も３０－３５億くらいあり 積んでおかなければいけない

それ以外は投資 １０億 ４億 ６億円

質問 ５０億かかる凄い では利益を全部吐き出すことになる ？

石野 それは企業債を借りて ３０年間で返していく

質問 今年２月 将来を見据えた病院の整備方針が出たが？

ドクターカー 人間ドック 建築基準 薬局

石野 この質問 は 触れていただきたい

２４ｐ

特定初診料 ５，５００円が７，７００円 消費税込み

再診料 ２７５０ ３，３００円に
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厚労省の指導 紹介状ある 救急車 受診後入院 交通事故 労災など

特定初診療 いただかない

２５ｐ２６ｐ

敷地内薬局 Ｒ４．２．１ プロＰ－ザル公募

ｒ４．３．１８ 審査結果

Ｒ４．３．３１基本契約

Ｒ５．４．１ 営業開始 アインホールディング

ス 契約期間２０年

１Ｆ ４００㎡ ２Ｆ ３８５㎡

駐輪場に建てる 外観は 写真

薬剤師の負担軽減辞めていく サポートをして貰う 地域の備蓄センター

病院の薬剤業務 地域の備蓄センター

小笠袋井薬剤師界の会長が横山 宇山先生と話し合いをした 界としての考えは変わらな

い やることはしょうがない やるからに薬剤師会と 病院 ＷＩＮＷＩＮになるよう

相談にって欲しい それはすると約束をした 回答した

備蓄倉庫 相談していきましょうと話した

２８ｐ ドクターカー

患者を乗せるではなく 医師看護師が 処置治療を開始する

救急科のスタッフが やりたいとの提案があり スタッフの目処が立った

救急科の職員を こういうことをやっている事が魅力的

１０月から開始する

３０ｐ３１病院の西側に駐車場を 年間２９０万円で借地して８０台

整備掛かるが 患者が ４，５月場所がなかった

敷地内薬局で ２０台潰れる ので作る

３１ｐ 経営強化プラン 急性期治療を

３２ｐ

国の病院経営強化プランの策定経過だが Ｈ２７総務省が公立病院の再編統合 赤

字解消を目的としました 公立病院改革ガイドラインを公表した その後Ｈ３１には

厚生労働省が 全国４２４病院についてとくに再編統合についてとくに議論の必要とする

分析をまとめて病院リストを公表した

Ｒ４年 新たに総務省通知により、「持続可能な地域医療提供体制を確保するための病院

経営強化 ガイドライン」が示され病院事業を設置する地方公共団体には公立が求められ

てきた。

役割機能の最適化と連携の強化

医師看護師の確保と働き方改革

経営形態の見直し
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新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

施設設備の最適化

前回の企業団議会で話した 当院は９年か開院から経っている

将来に向け地域医療のニーズを踏まえたあり方を検討中

救急救命センター ＩＣＵ ＣＣＵの整備検討 放射線導入検討

人間ドック検診センター整備 ワーキングを立ち上げ 検討

経営の効率化等

● Ｒ５．３ 策定完了予定

３２ｐ３５ｐ火災の件

負傷者がいなかった

コントロールセンター 施設の施設連携 今回の火災で色々分かった

リチウム電池 ヘッドライトの ｘ線で検査する予定 断定できるか分か

らない

３７ｐ補助金 令和４年度 補正の概要

収入 空床保証 など新型コロナ感染関連などの補助金

看護師の処遇改善事業 補助金 これの補正

今年の２月から

支出

駐車場の賃借料 医療機器の賃借料 ＰＣＲ業務の拡充

資本的収入 設備投資に掛かる 補正

支出 火災による施設の改修工事

駐車場の整備工事

院内保育園 病児保育を実施する 進めているの補正

来年の４／１以降メド 運用に向けて補正

新型コロナ補助金対象の補正

債務負担は 駐車場Ｒ４－Ｒ３３ 賃借料

２０００万円 ＦＰＤシステム

３８Ｐ専決処分育児休業 両立支援

会計任用 ｒ４．３．１１専決処分

３９ｐ ｒ４．１０．１ 施行のもの制限の緩和 法律の改正に伴い

薬剤薬局 ・・本人変わらない ・・ご理解いただきたい 意見で良いで終わった

オフレコ 企業長の心をおる発言早めて欲しいと言っておいた

看護師の手当 をしっかり 今回の補正で 看護職員の補助 １，２００万円

７，０００万円のうち １％ ４，０００円／ 一人あたり


